
中国語における｢同学｣｢学生｣｢学員｣｢同班｣｢同級｣

｢同窓｣｢校友｣｢同志｣｢同仁｣｢同胞｣の意味記述

和 泉 喜 子

はじめに

私は萌在東京都政育委員会の派過教員として､大連外国宙学院日活系の学生に日本静の

授業を行なっている｡ (1994年9月より1年間の予定)この中国大陸はかつて.故中

本正智先生が大変興味関心をむけられて.何度も実地調査された所である｡またここで敢

えていると､日本では決して質問されない基礎蘇垂の細かな意味の違いについて説明する

ことが多く､その度に懐かしい中本先生の意味論のゼミの風景が思い出される｡

ここで取り上げる爵桑は､学生のレポートの中から私自身が興味をもった語桑である｡

中国は今まさに大きく変わろうとしている｡ ｢開発開放｣の名のもとにここ大連の地も大

きく変貌しようとしている｡ものの考え方も変わってきている｡すべて新しいものが好ま

れる傾向が強い｡言葉のうえでも以前は尊敬の意味の ｢老～｣●｢大～｣が好まれていたが
今はより若く (新しく)みられる方を好むようだ｡特に店員に対してどう呼んだちょいか

わからない場合は､必ず日本番の ｢おねえさん｣ (お嬢さんという意味もある)にあたる

譜をつかい ｢おばさん｣にあたる帯はつかわない｡年齢の高い中年以上の人に対して使う

のは､日本語の意味を考えるとやや抵抗感があったが､大連の大きな店では普通のことの

ようだ｡店員に対してなど､以前ならばすべて ｢同志｣という呼び掛けであった場面でも

｢同志｣はあまりつかわれなくなっている｡さらに､知らない人に道を尋ねる場合､女子

大生のなかには日本語の ｢すいませんが｣にあたる語をつかって声をかける者もいるとい

いう｡人に対してあやまる言葉を簡単につかうことは以前には絶対になかったことのよう

だ｡

以下の意味分析は､教えている学生50名のレポートを参考にして一部の学生に内省を

もとめて行なったものである｡なお､中国清の用例で使用する漢字は､私の使っているワ

ープロの機能上すべて日本で使用する漢字に置き換わっている｡また､現在の日本蒲に無

い漢字はここで使用できないために限られた用例になってしまってい.る｡

1.呼び掛けの場面につかわれる語垂の意味｡
1.1 呼称｡道を尋ねる場面｡
(1) 同学 等一等｡

(2) 同志 等一等｡

(3)??同胞 等一等｡
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10語のうち呼称として使われるのは ｢同学｣ ｢同志｣である｡ ｢同胞｣は若い人たち

の間で冗談として使われている｡人を呼ぶ場合の親しさの度合は ｢同学｣ ｢同志｣- ｢(
名前)同学｣ - ｢名前同志｣ ｢小 (老)名前｣と強くなるため ｢同志 等一等｣ といえば

学生の間では冗談になる｡本来 ｢同志 請同一下～｣となるべきである｡呼び掛けられる

対象者は ｢同学｣は小学生から大学生までの幅広い意味の学生である｡ ｢同志｣は大人で

あれば誰でもよい｡しかし相手が大学生とわかる場合は ｢同志｣ではなく ｢同学｣がつか

わわれる｡ ｢同胞｣は ｢海外同胞｣としてつかわれる場合が多く､本来公式の場以外では

つかわれない帯であり､呼称としては本来のつかわれかたと異なる｡学生ではない人が学

生に対して ｢同学｣と呼び掛けることも含め､ ｢同志｣ ｢同学｣ともに呼ぶ側はどんな人

でもよい｡しかし大学生を中心に若い人は ｢同志｣はほとんど使用しなくなっている｡

1.2 講演会や演説の場面

(4)～好好 鍛練 身体

講演会や演説の場面で呼び掛けとして使用できないのは ｢同斑｣ ｢同級｣である｡この

2語は人を指す呼び掛けとしてつかわれることはない｡学生において最も自然なのが ｢同

学｣であり r学生｣ ｢学員｣という表現は講演岬が先生ならばつかえるが互いに学生では

つかえない｡ ｢同仁｣は教師など中国での知義人の間でつかわれることが多いが､今は古

いイメージがあり､若い人はつかわなくなっている｡

1.3 掲示物における呼び掛け

｢歓迎 ～｣のような用例も1､2の用例同様に ｢同班｣ ｢同級｣の2番は使用できな

い｡また大学構内でよくみられるのは ｢歓迎薪同学｣であり ｢歓迎新学生｣ ｢歓迎新学貞

｣という掲示は先生からの呼び掛けとなり､学生の間ではつかえない｡また ｢新同胞｣と

いう言い方はない｡

1.4 呼び掛けの場面での意味の分析

｢同学｣･･①勉強している人 ｢学生さん｣にあたる｡しかし中国での学生は児童･生

徒･学生すべてを指す意味である｡②日本語の ｢～さん｣にあたる｡
｢学生｣･｢学員｣ ･･教える個からの呼び掛けにかぎり使用できる｡ ｢学生さん｣で

ある｡ ｢学員｣の場合は児童･生徒の意味は除かれる｡

｢同班｣ ｢同級｣･･呼び掛けの意味はない｡しかし ｢同粧同学｣ ｢同級同学｣の熟舞

の形で呼び掛け簿となる｡

｢同窓｣ ｢校友｣･･同じ学校で学んだことのある人の意である｡同じ意味であるがそ

れぞれ ｢同窓会｣ ｢校友会｣という言い方をする会がある｡またその場合もほとんど

同学をつかっており､呼び掛けとしては一般的ではない｡
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｢同志｣･･大人の人の意｡1980年頃までは呼び掛け帝として最もよく使用されてい

たが､今は特に学生では金を借りるなど何か頼むときにつかったり､冗談としてつかう

ことが多く､特別に親しい人に対する義顎である｡

｢同仁｣･･同じ職場で働く人の意｡多くは位の上のものから下のものに対してつかわ

れる｡まれには学生の間でも冗談として ｢同仁｣をつかうこともあるようだが､学生

の間ではこの語をまったく知らないものもいて日常の使用語ではない｡

｢同胞｣･･同じ民族､同じ国民の意｡･公式の演説など特殊な場面でのみつかわれる｡

しかし学生の間ではバスに乗るとき ｢女同胞J と冗談で呼び掛けることもある｡兄弟な

どには使わない｡

2｢同学｣ ｢学生｣ ｢学員｣の意味

2.1 人に紹介する場面｡
(5) 他 和 我 是 同学

(6) 他 和 我 是 学生

(7) 他 和 我 是 学貞

(8) 他 是 我的 同学

(9) 他 是 我的 学生

(10)× 他 是 我的 学員
(ll) 他 是 我的 同斑同学

(12)×他 是 我的 同斑学生

(13)?他 是 我的 同班学貞

(5)の意味は彼と私はクラスメートまたは同じ学校の人だ｡ (6) (7)は彼と私は

学校で学ぶ人だ｡ (8)は彼は私のクラスメートまたは同じ学校の人だ｡ (9)は彼は私

の ｢教え子｣である｡例えば家庭教師が教えている子に対しても使用できる｡

(14) 那 是 男同学的 宿舎

(15) 他 是 我校 同学的 代表

(16)?同学的 数日 是 八十人

(14)は ｢男学生宿舎｣と同じ意味に使用される｡ (15)で-｢他是我校学生代表｣とい

えばごく自然な表現である｡これに対して ｢同学的代表｣は学生のみがつかい､教える側

からは言えない｡･(16)の用例は自然なつかい方ではない｡･
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2.2 意味と用法

｢同学｣ ･･人に紹介する場合の意味は､自分と同じ学校で勉強する人､同じ学校で一緒

に勉強したことのある人｡自分との関係をを指す｡

｢学生｣･･先生について勉強している人｡身分｡先草に対して謙遜して自分を指す場合

もある｡

｢学貝｣ ･･必ず大人で専門的な学校で勉強して､そこに属しているという立場｡直接的

には人を指さない｡

3｢同班｣ ｢同級｣ ｢同窓｣ ｢校友｣の意味

3.1 人に紹介する場面

(17)×他 是 我的 同放

く18)×他 是 我的 同級

(19) 他 是 我的 同窓

(20) 他 是 我的 校友

(21) 他 和 我 是 同斑

(22) 他 和 我 是 同級

(23) 他 和 我 是 同窓

(24) 他 和 我 是 校友

(17) (18)はいずれも ｢同班同学｣ ｢同級同学｣と言い換えれば可能となる｡(23)

は親しい人という意が含まれるが (24)は同じ学校であればほとんど知らない人でもつか

うことができる｡

3.2 意味と用法

｢同班｣･･同じクラス｡直接人を指さず､ ｢クラスメート｣の意ではつかえない｡

｢同級｣･･同じ学年｡クラスや専攻などは違ってもよい｡直接には ｢同じ学年の人｣を

指さない｡

｢同窓｣ ･･同じ学校に通ったことのある友人｡または同じ学校を卒業した人｡ ｢同窓好

友｣といえば最も親しい友人を指す｡同じ学校で学んだ年齢的にも近い人｡普通は卒業

してからつかうが､在校中に使ってもよい｡･学年･学部 ･専攻など違っていてもよい

が必ず在校中に親しくなった人｡ ｢同窓会｣は卒業した者の集まり｡ふるいイメージを

もつ番である｡

r校友｣ ･･同じ,学校に在漬したことのある人｡対象者が卒業生であれば､一方が在校坐

でもよい｡ ｢校友会｣ としてよくつかわれる｡
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4 ｢同志｣ ｢同仁｣ ｢同胞｣の意味

4.1 人に紹介する場面

(25)×他 是 我的 同志

(26)?他 是 我的 ･同仁

(27) 他 是 我的 同胞

(28)?他 和 我 是 同志

(29)?他 和 我 是 同仁

(30) 他 和 我 是 同胞

(25)の用例は古い言い方では ｢我｣を複数形にして.同じ思想を持つ者どうしでっか

われていた｡ (26)(28)(29)は正式な場面では使用できず､からかう相手に対してや

一緒にいたずらをするような特別の場合の相手に対してつかわれる｡ (27) (30)は表現

は可能であるが､日常生活の中でつかわれることはほとんどない｡

4.2 意味と用法
｢同志｣ ･･志を同じくする人｡ ｢革命同志｣としてよく使われたことばであるため､今

は政治的な会議.大会の場面などでよくつかわれているが他の場面ではあまりつかわれ

ない｡

｢同仁｣ ･･同じ聴業の人｡若い人はあまりつかわなくなっている｡

｢同胞｣ ･･同じ民族､国民の意｡現在 ｢海外同胞｣ ｢台清同胞｣ ｢香港同胞｣ としてつ

かわれる｡若い人たちの間では冗談としてつかう｡

5 中国における辞書の意味

参考のため一般的によくでまわっている辞書として ｢現代漢詩詞典｣ (商務印書館)を

選び､その記述を次に記す｡ (*は量詞†である)

｢同学｣･･在同一*学校学習 ①在同一*学習的人 ②称呼学生

｢学生｣ ･･①在学校読書的人 ②向老師或前車学習約人

｢学貞｣ ･･一般指在高等学校､中学､小学校以外的学校或訓練斑学習約人

r同班｣ ･･①同在-*班里 ⑧同一*粧級的同学

｢同故｣･･記述なし

｢同窓｣ ･･①同在-*学校学習 ②同在-*学校学習約人

｢校友｣ ･･学校的師生称在本校卒業的人､有時世包括骨在本校任教職員約人

r同志｣ ･･①為共同的理想､事業而奮闘的人.得相同-*政党的成員｡②其些国家人民

之間的称呼
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｢同仁･同人｣･･称在同一単位工作約人或同行業的人

｢同胞｣ ･･①同父母所生的 ②同一*国家或民族的人

6 10語の意味記述

以上1-4の分析から得た意味をまとめる｡

｢同学｣ ･･① ｢学校で学んでいる人｣という意味の呼称｡ ｢(名前)同学｣の場合は ｢

～さん｣の意｡⑳自分と同じ学校で学んでいる人､または学んだことのある人

の意｡

｢学生｣ ･･学校で学んでいるという身分｡また教える側の先生に対応する教えられる側

の人の意味｡

｢学員｣･･大人で専門的な学校で学んでいて､そこに属しているという立場を指す｡

｢同斑｣ ･･同じクラス｡

｢同級｣ ･･同じ学年｡

｢同窓｣ ･･同じ学校で学んだことのある知人｡

｢校友｣ ･･同じ学校で学んだことのある人｡

｢同志｣ ･･① ｢大人の人｣という意味の呼称｡ ｢(名前)同志｣の場合は ｢～さん｣の
意｡②仲間｡志を同じくする人｡

｢同仁｣･･同じ職業の人｡

｢同胞｣･･同じ民族｡同じ国民の意｡その意を強調するときにつかう｡

おわりに

外国生活をして､何より興味関心をもつのは ｢ことば｣の意味の違いである｡ある学生

が ｢先生､大嶺は4種類あります｡1つは外側も白くて中も白いもの｡外側が緑がかって

いて中が自いもの｡外側が緑がかっていて中が赤いもの｡外側が赤くて､中が赤いもので

す｡｣ と説明してくれた｡確認すると4つめは日本の人参にあたる｡中国で人参といえば

朝鮮人参をさし､別であるという｡それにしても日本人が大好きなカレーライスには中国

の大根が入っているのかと思うと実におかしい｡これは方言のようであり､中国普通番で

は日本の ｢大根｣ ｢人参｣はことばのうえで区別しているようであるが.いずれにしても

同じ漢字 ｢人参｣ということばの意味内容は日本と中国で違っている｡また､上にあげた

10番にはそれぞれまた別の類義缶があり､その違いを説明するのは実に難しい｡今後の

課題としたい｡

(いずみ よしこ 大連外国爵学院日清尊家･東京都立国立高等学校)
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